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1 研究の背景と目的
　日本における結婚式場建築は、西洋の教会堂などの
イメージからデザインされているものが多くみられ、新
たなビルディングタイプが誕生している 1)。田原は著書
2)で、『オーセンティシティを満足させる建築は、正し
い歴史を内包している建築であり、こうした正しい歴史
の積み重ねが「本物の環境」をつくるための重要な鍵と
なるのである。』と述べており、またルメールは『建築
の本来の価値は機能性と美的形態にあることを忘れて
はならない。』と述べている 3)。これに対して、西洋の
イメージがデザインに用いられている結婚式場建築 (以
下、イメージ先行型結婚式場建築 )は、オーセンティシ
ティという視点からみると、問題があると考えられる。
さらに、近年では景観保全の観点からイメージ先行型
結婚式場建築の外観デザインを巡って、全国各地で紛
争が起きている 4)5)6)。
　本研究では、上記の田原・ルメールの記述を参考に、
イメージ先行型結婚式場建築を「正しい歴史が内包され
ていない建築で、その建物の機能や構成に不釣り合い・
不要なものが 付加されているもの、美的形態 ( プロポ
ーションなど ) が明らかに用いているであろう様式と合
致していないもの、周辺建物との関係性や建築的環境
を損なっているもの。」と定義し、1)全国の結婚式場建
築における建築形態、2)イメージ先行型結婚式場建築
における外観デザインを明らかにする。以上を明らか
にすることで、景観紛争を未然に防ぐために、イメー
ジ先行型結婚式場建築に関する景観誘導の可能性を検
討する際の基礎資料としたい。

2 研究の位置づけと調査方法
　外観デザインに着目した研究には、テーマやイメー

ジをデザイン手法に用いた公共建築に関する研究 7)が
ある。　結婚式場に着目した研究には、建築史の視点
から教会堂をイメージした結婚式場建築に関する研究 1)

や、日本における宗教観と建築物の関連性に関する研
究 8)、結婚式場雑誌に用いられる言葉から立地イメージ
を明らかにした研究 9)がある。本研究は、全国における
結婚式場建築の外観デザインにおけるイメージを教会
堂に限定せず、網羅的に把握する点に特徴がある。
　調査は、全国の結婚式雑誌 (ゼクシィ 2017年 4月号 )
を用いて行う (1)。掲載されている全結婚式場を抽出し、
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図 - 1 配置形態と建築形態の分類

- 343 -



公益社団法人日本都市計画学会 都市計画報告集 No.17, 2018年 11月 

Reports of the City Planning Institute of Japan, No.17, November, 2018 

 

 

誌面に用いられている建物写真と googleストリートビ
ューを並行して用いて、建築形態および外観デザイン
を判断する (2)。

3 結婚式場建築における建築形態
3-1.分類方法　
　ゼクシィから抽出した結婚式場 1346件を (1)配置形
態、(2)建物規模、(3)前面形態より分類する。はじめに、
結婚式場の敷地に対して単数の建築物 (以下、単数建築
物 )と、複数の建築物から構成されるものに分類する。
さらに単数建築物は、景観に対して影響があると考え
られる建物規模、前面形態に着目する。複数の建築物
は、建物規模や建物正面が各建築物ごとに異なるため、
配置形態のみで分類する (3)。単数建築物は、建物規模を、
低層 (3階建以下 )、中層 (4-7階建 )、高層 (8階建以上 ) 
の 3分類する。次に、建築物と道路の境界面における
工作物に着目し、前面形態を決定する (図 -1)。工作物
を有するものは工作物の種類で分類する。門や塀、植栽、
駐車場、複数の工作物からなる複合、工作物を設けて
いない 5分類とし、計 16タイプの建築形態に決定する。
　イメージ先行型結婚式場建築は、前述の視点から目
視により判断する。
3-2.建築形態の特性(図-1.2)
　建物形態は、複数が 159件、単数が 1187件となった。
複数タイプにはイメージ先行型結婚式場建築は 126件
確認でき、約 80%がイメージ先行型結婚式場建築であ
った。単数タイプは、371件がイメージ先行型結婚式場
建築となった。
　以降は、単数建築物における分析である。
　建物規模でみると、低層 363件、中層 420件、高層
404件確認できた。さらにイメージ先行型結婚式場建築
は、低層 125件、中層 200件、高層 46件であった。イ
メージ先行型結婚式場建築の割合をみると、低層 34%、
中層 47%、高層 11%となり、中層で最もイメージ先行
型結婚式場建築が多くみられた。
　工作物の有無に着目すると、低層と中層は工作物を
有しているものが多い。工作物の種類は、門・塀、植
栽が多くみられ、それらの工作物を有しているものは
イメージ先行型結婚式場建築の割合は高くなっている。
中には、工作物が西洋風イメージを付加しているものも
みられる。高層には、工作物を有していないものが多い。
複合ビルやホテルとして機能しているものが多く、結
婚式場のみを機能として持つものは少ない。そのため、
イメージ先行型結婚式場建築の割合も少なくなってい
る。

4.イメージ先行型結婚式場建築における外観デザイン
4-1.分類方法
1)要素の抽出方法
　文献 1)では、結婚式場建築には西洋建築の模倣が多く

みられることが述べられており、本研究で結婚式場建築
の抽出を行った際にも、西洋建築風のものが多くみら
れた。以上より、西洋建築に関する要素に着目する (4)。
　西洋建築は、神殿建築、教会建築、世俗建築の 3つ
に大きく分類できるとされる 10)。神殿建築は、神像を
納める神室としての機能を持ち、神室を囲む周柱が特
徴である。教会建築には、聖堂 (教会堂 )の他に、礼拝
堂、修道院、鐘楼、廟堂、殉教者記念堂などが挙げられる。
教会では聖書の内容が空間として体現されており、礼拝
や洗礼を行ったり信者の集う場所としての機能を持つ。
そのため、多数の信者が入れる大空間や、採光が取れる
大きな開口が空間的特徴として表れる。宗教的な機能
を持たない邸館、宮殿、別荘などは世俗建築を呼ばれる。
主に生活の場としての機能を持つため、比較的小さく
部屋が区切られている。したがって、一定間隔に設置

結婚式場建築

低
層

中
層

高
層

イメージ先行型結婚式場建築

1タイプの外観要素半分以上 1タイプの外観要素半分未満

他要素無し 他要素有り

半分以上 半分未満

他要素無し 他要素有り

タイプⅠ
神 /教 /世

タイプⅡ
神•教
神•世
教•世

タイプⅢ
神 /教 /世

タイプⅣ
神•教
神•世
教•世

タイプⅥ
神 /教 /世

タイプⅦ
神•教
神•世
教•世

タイプⅤ
神 /教 /世

神：神殿　教：教会　世：世俗　神•教：神殿・教会　神•世：神殿・世俗　教•世：教会・世俗

表 - 1 抽出要素一覧

図 - 3 イメージ先行型結婚式場建築の分類フロー

図 - 2 建築形態の比較

外観要素
神殿 ペディメント /柱 ( 列柱 )/ オーダー /ピロティ

教会 塔 /ドーム /アーチ /ポインテッドアーチ (窓 )
薔薇窓 /フライングバットレス /大開口

世俗 縦長窓 /アーチ窓 /屋根窓
バルコニー /ハーフティンバー /一定間隔の窓
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された窓が外観として表出してくると考えられる。
　イメージ先行型結婚式場建築は、上記の機能や内部
空間から表出するはずの外観要素が、機能や用途が異
なっているにも関わらず、デザインとして用いられて
いる特徴がある。
　以上から、3タイプの外観要素を抽出する。神殿は、
ペディメント、柱 (列柱 )、オーダー、ピロティを要素
とする。教会は、塔、アーチ、ポインテッドアーチ (窓
)、薔薇窓、フライングバットレス、大開口を要素とする。
世俗は、縦長窓、アーチ窓、屋根窓、バルコニー、ハ
ーフティンバー、一定間隔の窓を要素として抽出する (
表 -1)。
2)分類フロー(図-3)
　はじめに、表 1に示した神殿、教会、世俗の 3タイプ
の中で、いずれかのタイプの外観要素を半分以上を持
つものと、いずれのタイプの外観要素も半分未満のも
のに分類する。半分以上のものにおいては、他タイプ
の外観要素を持たないもの、他タイプの外観要素を持
つもので分類する。他タイプの外観要素を持たないも
のは、神殿、教会、世俗の 3つに分類 (Ⅰ )し、他タイ
プの外観要素を持つものは、他タイプの外観要素が半
分以上 (Ⅱ )、他タイプの外観要素が半分未満 (Ⅲ ,Ⅳ )
に分類する。Ⅱは神殿 •教会、神殿 •世俗、教会 •世俗
で分類する。ⅢとⅣは、ⅠおよびⅡと比較しⅠに類似
するものはⅢ、Ⅱに類似するものはⅣとする。したが
ってⅢは、神殿、教会、世俗に分類し、Ⅳは、神殿 •教会、
神殿 •世俗、教会 •世俗に分類する。いずれの要素も半

要素多 少

(360)

(125)

Ⅱ (35)

神殿 (9 )　　　模倣 (8)
　　　　   　　引用 (1)
教会 (36)  　　模倣 (36)
　　　　   　　引用 (- )
世俗 (45)  　　模倣 (41)
　　　　   　　引用 (4)

Ⅰ (90)
神殿 (45)　　  模倣 (44)
　　　　   　　引用 (1)
教会 (34)  　　模倣 (34)
　　　　   　　引用 (- )
世俗 (46)  　　模倣 (44)
　　　　   　　引用 (2)

Ⅲ (122)
神殿 (6 )　　　模倣 (1)
　　　　   　　引用 (5)
教会 (49)  　　模倣 (40)
　　　　   　　引用 (9 )
世俗 (26)  　　模倣 (19)
　　　　   　　引用 (7)

Ⅴ (81)
神殿 (8 )　　　模倣 (-)
　　　　   　　引用 (8)
教会 (33)  　　模倣 (24)
　　　　   　　引用 (9)
世俗 (27)  　　模倣 (12)
　　　　   　　引用 (15)

Ⅵ (68)

神殿・教会 (3 )　　　模倣 (3)
　　　　   　　　　　引用 (-)
神殿・世俗 (21)  　　模倣 (21)
　　　　   　　　　　引用 (- )
教会・世俗 (11)  　　模倣 (11)
　　　　   　　　　　引用 (-)

神殿・教会 (9 )　　　模倣 (9)
　　　　   　　　　　引用 (-)
神殿・世俗 (14)  　　模倣 (10)
　　　　   　　　　　引用 (4)
教会・世俗 (31)  　　模倣 (30)
　　　　   　　　　　引用 (1)

神殿・教会 (1 )　　　模倣 (1)
　　　　   　　　　　引用 (-)
神殿・世俗 (2 )  　　 模倣 (2)
　　　　   　　　　　引用 (- )
教会・世俗 (33)  　　模倣 (31)
　　　　   　　　　　引用 (2)

Ⅳ (54) Ⅶ (36)

単
一
タ
イ
プ

混
成
タ
イ
プ

神殿 教会 世俗 神殿•教会 神殿•世俗 教会•世俗

分未満のもの (Ⅴ ~Ⅶ )においては、他タイプの要素を
持たないもの (Ⅴ )と、他タイプの要素を持つもの (Ⅵ
,Ⅶ )に分類する。Ⅴは、神殿、教会、世俗に分類する。
ⅥとⅦは、ⅠおよびⅡと比較しⅠに類似するものはⅥ、
Ⅱに類似するものはⅦとする。したがって、Ⅵは、神殿、
教会、世俗に分類し、Ⅶは、神殿 •教会、神殿 •世俗、
教会 •世俗に分類する。さらに、それぞれの要素を再現
•模倣しているもの (以下、模倣 )と、デザインとして
要素を咀嚼し引用しているもの (以下、引用 )の 2つに
分類し、計 42タイプに分類する。
4-2.西洋建築をイメージした外観デザイン(表-2)
　神殿、教会、世俗の要素が混成していない外観タイ
プ(Ⅰ,Ⅲ,Ⅴ,Ⅵ)(以下、単一タイプ)は361件、要素の混成
している外観タイプ(Ⅱ,Ⅳ,Ⅶ)(以下、混成タイプ)は125
件確認された。単一タイプの中で、1タイプの外観要素
から外観が決定しているもの(Ⅰ,Ⅴ)は171件、複数のタ
イプの外観要素から外観が決定しているもの(Ⅲ,Ⅵ)は
190件であった。混成タイプ(Ⅱ,Ⅳ,Ⅶ)と比較すると、複
数のタイプの外観要素を持つものであっても単一タイ
プ(Ⅲ,Ⅵ)に分類されるものが多い。このことより、複
数のタイプの外観要素を用いていても、用いられる要
素の数には偏りがあることが分かる。Ⅰ～Ⅶにおいて
神殿68件、教会152件、世俗144件、神殿•教会13件、神
殿•世俗37件、教会•世俗75件確認できた。単一タイプに
おける引用は神殿15件、教会18件、世俗28件となり、
教会における引用が最も少ない。これは、教会要素は
教会にしかみられないことが多く、デザインとしての

表 - 2 イメージ先行型結婚式場建築の分類
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引用が難しいため、模倣となる傾向が多いと考えられ
る。また、混成タイプにおける引用は、神殿•教会0件、
神殿•世俗4件、教会•世俗3件と単一タイプに比べて少な
くなった。世俗要素が混成している2タイプには引用が
みられたが、神殿要素と教会要素からなるタイプには
みられなかった。このことから、世俗要素は比較的現
代建築の中に引用されやすいものが多いことが考えら
れる。
　単一タイプにおいて、外観要素が半分以上のタイプ
(Ⅰ,Ⅲ)は、外観要素が半分未満のタイプ(Ⅴ,Ⅵ)と比較す
ると模倣が多くみられる傾向がある。一方で、混成タ
イプでは、外観要素が半分以上のⅣと半分未満のⅥで
模倣の件数に大きな差はみられず、模倣しているもの
が多く確認された。このことより、単一タイプにおい
ては用いられる外観要素の数が模倣と引用の差異に影
響を及ぼしていると考えられる。混成タイプでは、用
いられている外観要素の数に関係なく、神殿、教会、
世俗の3タイプの外観要素が組み合わされて用いられて
いる点で、オーセンティシティ上の違和感を生んでい
ると考えられる。
　建築形態が複数のものでは、単一タイプのものが多
くみられた(図-4)。これは、結婚式場の敷地に対して複
数の建築物から構成されており、1つの建築に複数タ
イプの外観要素を混成する必要がないためと考えられ
る。単一タイプの中でも、教会が最も多く79件確認で
きた。その中で引用は7件であった。教会は、他のタイ
プのイメージ先行型結婚式場建築と併設されるものの
他に、ホテルなど結婚式場以外にも機能する建築物と
同敷地内に建築されているものがみられた。現代建築
としてデザインされているであろうホテル等に併設さ
れる教会であっても、模倣していることが確認できる
(写真-1)。
4-3.西洋建築以外のイメージ先行型結婚式場建築
　西洋建築だけではなく、日本建築の要素を用いた結
婚式場も確認できた。一例として、1つの建築に西洋と
日本の建築要素が用いられているものがみられた。(写
真 -2)。また、神社が併設されたものも存在した。本来
の神社は結婚式を執り行う機能の他にも、宗教的機能
を持ち合わせている。この建築物は結婚式場以外の宗
教的機能があるとは考えにくく、結婚式専用の神社で
あることが推測されるため、イメージ先行型結婚式場
建築に分類される。

5.結論と考察
(1)建築形態は、複数159件、単数1187件となり、単数は
それぞれ低層125件、中層159件、高層46件となった。
イメージ先行型結婚式場建築の割合は、複数が最も大
きく、高層が最も小さくなった。
(2)神殿、教会、世俗の外観要素からなる単一タイプは
360件、複数のタイプの外観要素からなる混成タイプ

は125件確認できた。その中で模倣は、単一タイプ303
件、混成タイプ118件となり、混成タイプはほとんどが
模倣であった。
(3)タイプⅠ～Ⅶにおいて神殿68件、教会144件、世俗
144件、神殿•教会13件、神殿•世俗37件、教会•世俗75件
確認できた。世俗と教会の総件数は同数となったが、
引用は世俗28件、教会18件となり、世俗で引用が多く
みられた。
(4)単一タイプは、外観要素の数が多いものに、模倣が
多くみられる傾向があり、外観要素の数が外観に影響
を及ぼしていると考えられる。混成タイプは、外観要
素の数に影響されず引用がほとんどみられないため、
外観要素の数よりも外観要素の組み合わせが外観に影
響を及ぼしていると考えられる。以上より、イメージ
先行型結婚式場建築に関する景観誘導を検討する際に
は、外観要素の数や組み合わせの視点が重要になると
考察できる。

6.今後の研究課題
　現在までに発生している結婚式場に関する紛争は、
周辺環境と外観デザインの調和が論点になってきた。
つまり、イメージ先行型結婚式場建築が周囲との調和
を考慮されずに建築されるところに、景観紛争が起き
るリスクが潜在していると考えられる。したがって、
景観紛争を未然に防ぐという視点からイメージ先行型
結婚式場建築に関する景観誘導について検討するため
には、外観デザインの他に、立地という視点も重要で
あると言える。その点については、今後の研究課題と
したい。

写真 -2 和洋混成の結婚式場　　　　　　

神殿　　　　　(10)　　引用　(1)　　　　 
教会　　　　　(79)　　引用　(7)
世俗　　　　　(27)　　引用　(-)
神殿・教会　　(6)  　　引用　(-)
神殿・世俗　　(4)  　　引用　(-)
教会・世俗　　(0)  　　引用　(-)

複数　(159)
建築形態 ( 件 ) 外観タイプ ( 件 )

図 - 4 外観タイプ分類 (一次分類 :複数 )
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写真 -1 ホテルに併設された教会　　　　　　
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群馬版、首都圏版、新潟版、長野山梨版、富山石川福井版、静岡
版、岡山広島山口鳥取島根版、徳島香川愛媛高知版、福岡佐賀版、
長崎版、大分版、熊本版、宮崎鹿児島版を用いた。沖縄県ではゼ
クシィが刊行されておらず、抽出条件を揃えるために本研究では
対象に含めない。
(2)分析では、ゼクシィの掲載写真及び google ストリートビュー
を用いたが、本稿で用いる写真は全て著者らが撮影したものであ
る。なお、建物の特定を避けるため、壁面等に建物名が掲げられ
ている写真については、塗り潰すなどの加工をして配慮した。
(3)イメージ先行型結婚式場建築に該当するものは、外観デザイ
ンにおける分類の対象とする。
(4)日本建築の外観要素を持つものはごく少数にみられるため、
例外として扱い 4-3にまとめる。
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